
 

 

 

 

暦の上では立冬を過ぎ、朝夕の冷え込みに冬の気配を感じる頃となりました。子どもたちは、寒さ

に負けず元気に学校生活を送っています。これからの季節は体調を崩しやすい時期でもありますので、

ご家庭でも健康管理にご協力いただければ幸いです。 

【合唱コンクール】 
11 月 6 日（木）に実施した合唱コンクールには、170 名以上の保護者・ご家族の皆様にご参観いた

だきました。誠にありがとうございました。体育館は生徒たちの歌声でいっぱいになりました。クラ

スごとに練習を重ねてきた成果を発揮しようと、真剣な表情で指揮者を見つめる姿、仲間と声を合わ

せる瞬間には、会場全体が一体感に包まれました。生徒たちの努力のおかげで、素晴らしい合唱コン

クールとなりました。塩田中学校は以前から「合唱が上手な学校」「歌声が体育館に響きわたる」と

言われていますが、まさにその言葉を実感するひとときでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【うれしのまちづくりワークショップ】 
 
 
 

 

 
 
 
 

 唐泉山を仰ぎみて 

嬉野市立塩田中学校 

「 学 校 だ よ り N o 9 」 

令和７年 11 月 14 日 

文責 ：校長  宮﨑武司 

 
       「心豊かに ともに 伸びる」 

～ 仲間とともに伸びる 教師とともに伸びる 保護者・地域とともに伸びる ～ 

学校教育目標 

〔生徒感想〕 

・強弱をしっかりつけていたり、みんなで息を合わせて歌えていたりしたところがすごく良か

った。一番は、三年生の歌がすごく心に刺さったことです。声が大きくてハモるところがす

ごく上手で、感動しました。（1 年生） 

・どこのクラスも上手だったけど三年一組と三年二組が声の強弱が一番上手だったなと思いま

した。（1 年生） 

・３年生の合唱は、どのクラスも上手で迫力があった。来年はあのくらい上手な合唱をした

い！ １年生の合唱は、元気さが溢れていた。（2 年生） 

・3年 1組の声が大きくなったり小さくなったりの差がすごく、表現の仕方が素敵だと思った。

1 年生もきちんと 3 つのパートが聞こえてハーモニーが綺麗だと感じた。（2 年生） 

・一年生は声変わりがしていない男子が多く、高い声が多かったけれど一体感が良かったと思

いました。また、二年生は歌の詩の表現がとても良かったと感じました。三年生の自分たち

のクラス以外は、ハーモニー、表現、姿勢態度、一体感がとても良く感じられた。（3 年生） 

・一年生は、去年は使っていなかった琴を使うことで、新しい表現が好きでした。二年生は、

迫力ある歌声に魅了されました。（3 年生） 

・三年生は、どのクラスもレベルが高くて聞いていて楽しかった。二年生は、クラスでの一体

感があってとても上手だった。一年生は、まだまだ伸びしろがあってクラスで協力したこと

がよく伝わってきた。（3 年生） 

【２年２組合唱】 【３年生学年合唱】 



【平和集会】 

 嬉野市教育の日（11月 9日）に平和教育の一環として

講演会を行いました。講師には藤田裕佳さんをお迎えし

ました。藤田さんは高校生在学中、第 20 代高校生平和

大使として活動されていた方です。その経験をもとに、

今回「高校生平和大使として今の中学生に伝えたいこ

と」というテーマでお話しいただきました。 

 講演では、ドイツ留学中にアフガニスタンからの難民

のクラスメイトと出会い、そのクラスメイトが「実際に

銃を持って戦っていた、故郷に帰れない」という現実を

語ったことが、藤田さんが改めて「平和」について考え

させられ、高校生平和大使を志すきっかけになったと話してくださいました。さらに、私たちは

戦争体験者から直接話を聞ける最後の世代であること、そして「学び続けることの大切さ」につ

いて強調され、座学だけでなく、目で見て、耳で聞いて、体験することをやめないでほしいとい

う思いなどを語ってくださいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【菊の展示】 

 塩田中学校運営協議会委員の宮﨑秀文様のご厚意によ   

り、塩田町文化祭に出展された「菊」を学校玄関に展示 

していただいています。来校された方も是非ご鑑賞くだ 

さい。 

〔生徒感想〕 

・「平和とは何か」と問われたとき、私は「当たり前のことが当たり前にできる今が平和だ」

と答えました。でも藤田さんのお話を聞いて私が思う当たり前は、「世界中の人が思う当た

り前と同じなのかな」と考えることができました。自分の考えがガラッと変わるとてもいい

お話を聞かせていただいて、本当に感謝しています。誰かの当たり前に気付ける人になりた

いなと思いました。（3 年生） 

・日本では核兵器を無くしたいと思っている人が多いが、海外では、「いつ戦争が起こるのか   

 わからない」「戦争が起きたときに対応するため」など日本と事情が違い、核兵器を所持し  

ている国もあり、その国の人たちのことも考えなければならないことが心に残りました。 

（3 年生） 

・私が一番心に残ったことは、核兵器を持つ側の考えもきちんと理解しなければいけないとい

うことです。自分の考えだけでなく、相手の立場に立つことが大切だとわかりました。相手

の立場に立たないとわからないこともあると知りました。戦争を経験した方のお話を直接聞

けるのは最後の世代だから、聞いたことをもっといろんな人に話したいです。（3 年生） 

・今日の平和集会で私達が戦争経験者の話を聞くことができる最後の世代であることや、平和

について考え続けることが大切だということが分かりました。核兵器のない世界にするため

には、どの国も核兵器を必要としなくていいように突然戦争が始まるかもしれないという状

況をなくしていくことが大切だと私は思いました。（3 年生） 


